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SDGs で共に創る　持続可能な行方

共
政
策
の
分
野
に
お
い
て
適
切
に
位
置

づ
け
る
こ
と
で
す
。
と
り
わ
け
、
教
育
、

経
済
、
科
学
、
通
信
、
環
境
、
社
会
的

包
摂
や
国
際
協
力
の
分
野
に
お
い
て
重

要
と
な
り
ま
す
。
自
治
体
の
国
際
的
な

連
合
体
で
あ
る
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ｇ
は
、
文
化
を

地
域
社
会
の
持
続
可
能
な
開
発
に
位
置

づ
け
る
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、「
文
化
の
た
め
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ

21
」（2004

）、「
文
化
21：ア
ク
シ
ョ
ン
」

（2015

）、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
に

お
け
る
文
化
」（2018

）
等
の
政
策
文

書
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

３
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
け
る
文
化

　
こ
う
し
た
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
や
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ｇ
の
議
論
を
受
け
て
、
２
０
１
５
年
に

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

含
む
『
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
ア

ジ
ェ
ン
ダ
』
に
お
い
て
も
、
文
化
の
役

割
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
指
す
べ

き
世
界
の
姿
の
一
つ
と
し
て
、「
人
種
、

民
族
お
よ
び
文
化
的
多
様
性
に
対
し
て

普
遍
的
な
尊
重
が
な
さ
れ
る
世
界
」（
パ

ラ
グ
ラ
フ
８
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
我
々
は
、
文
化
間
の
理
解
、

寛
容
、
相
互
尊
重
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ

チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
の
倫
理
、
共
同

の
責
任
を
促
進
す
る
こ
と
を
約
束
す

る
。
我
々
は
、
世
界
の
自
然
と
文
化
の

多
様
性
を
認
め
、
す
べ
て
の
文
化
・
文

明
は
持
続
可
能
な
開
発
に
貢
献
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
重
要
な
成
功
へ
の
鍵
で

あ
る
と
認
識
す
る
」（
パ
ラ
グ
ラ
フ
36
）

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

第
18
回

文
化
と
持
続
可
能
な
開
発
の
国
際
潮
流

　
　
行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里　

１
．
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
文

化-

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

　

文
化
は
開
発
つ
ま
り
私
た
ち
生
活
を

豊
か
に
す
る
う
え
で
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
行
方
市
に
お
い
て
も
、

文
化
は
重
要
な
地
域
資
源
と
し
て
、
豊

か
な
自
然
環
境
、
農
業
生
産
、
長
い
歴

史
と
な
ら
ん
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
持
続
可
能
な
開
発
の
３
本
柱
は
、

経
済
、
社
会
、
環
境
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
加
え
て
文
化
が
「
第
４
の
柱
」
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

文
化
と
持
続
可
能
な
開
発
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
め
ぐ
る
国
際
潮
流
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
は
、『
文
化
的
多
様
性
に
関

す
る
世
界
宣
言
文
化
』
に
お
い
て
次
の

通
り
述
べ
て
い
ま
す
。
文
化
と
は
「
特

定
の
社
会
又
は
社
会
集
団
に
特
有
の
、

精
神
的
、
物
質
的
、
知
的
、
感
情
的
特

徴
を
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
芸
術
・

文
学
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
様
式
、
共

生
の
方
法
、
価
値
観
、
伝
統
及
び
信
仰

も
含
む
も
の
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
「
文
化
の
多
様
性
は
開
発
の
根
本

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
単
な
る
経
済

成
長
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
よ

り
芳
醇
な
知
的
、
感
情
的
、
道
徳
的
そ

し
て
精
神
的
な
生
活
の
手
段
で
あ
る
」

（U
N

ESC
O

 2001

）
と
し
て
い
ま
す
。

２
．
持
続
可
能
な
開
発
の
「
第
４
の
柱
」

と
し
て
の
文
化-

都
市
・
自
治
体
連
合

（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ｇ
）

　

こ
れ
を
受
け
て
、
都
市
・
自
治
体
連

合(

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ｇ)
で
は
、「
文
化
：
持
続

可
能
な
開
発
の
第
４
の
柱
」
と
い
う
政

策
文
書
を
、
２
０
１
０
年
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
、「
地
方
・
地
域

首
脳
会
議
（
第
３
回
都
市
自
治
体
連
合

会
議
）」で
採
択
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

持
続
可
能
な
開
発
と
「
第
４
の
柱
」
と

し
て
の
文
化
の
関
係
を
次
の
２
つ
に
整

理
し
て
い
ま
す
。
第
１
に
、
文
化
分
野

そ
れ
自
体
の
開
発
で
す
。
例
え
ば
遺
産

の
保
護
、
文
化
産
業
、
手
工
業
、
文
化

観
光
の
振
興
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
第
２
に
、
文
化
を
あ
ら
ゆ
る
公

Box: SDGs ターゲットと文化
4.7　2030 年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可能
なライフスタイル、人権、男女の平等、平和及び非暴力的文化の
推進、グローバル・シチズンシップ、文化多様性と文化の持続可能
な開発への貢献の理解の教育を通して、全ての学習者が、持続可
能な開発を促進するために必要な知識及び技能を習得できるよう
にする。
8.9　2030 年までに、雇用創出、地方の文化振興・産品販促につ
ながる持続可能な観光業を促進するための政策を立案し実施する。
11.4	世界の文化遺産及び自然遺産の保護・保全の努力を強化する。


